
プロジェクト活動の

成果をプロジェクタ

ーを使って、１０分

以内で発表します。

プロジェクト発表

クラブ員の身近な課

題や将来の問題につ

いて抱負や意見を7

分間で発表します。

意見発表

3～4人のグループで、

平板測量技術の正確

さと時間の速さを競

う競技会です。

平板測量競技会

学習や農業クラブ活

動で得た知識・技能

の成果を競います。

農業鑑定競技会
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Top  News 

10月 27日～28日に兵庫県で開催された、農業クラブの全国大会農業

鑑定競技会に、2名が出場しました。校内大会で 1位の２年吉岡歩未さ

んが「分野：食品」に、2位の 2年小西央花さんが「分野：農業」に出

場しました。 

学校の代表となった 2名は、夏休みから学習を始め、2学期に入って

からは放課後を活用して勉強を積み重ねました。当日は、全国の農業高

校生 800人が集まる中、全力を出し切ってくれました。 

結果は、吉岡歩未さんが入賞を果たしました。 

第 72回日本学校農業クラブ全国大会「農業鑑定競技会」出場！ 

 

全国大会（分野:食品）入賞!! 

農業情報処理競技会 家畜審査競技会

（公開競技） 

農業クラブとは  
農業を学ぶ高等学校に属する生徒の団体。年に一度行われる農業

クラブ全国大会は、農業高校の甲子園とも言われ、校内予選や各都

道府県の予選を通過した生徒が、各競技で日本一を目指します。 

 

出題数は 40問で、選択

問題、記述問題、計算問

題があります。1問 20

秒（計算問題は 40秒）

というわずかな時間で鑑

定・判定し、その正答率

を競います。 
 

このうち雌雄異花の植物はどれか。  

吉岡歩未さん 小西央花さん 



 

海部ガーデン大作戦！！！ 

 

 

 

5 月 

 

 

 

  

 

アグリサイエンス科一期生の声 その２ 

 10月 30日（土）、京丹後市商工会青年部の皆様とアグリサイエンス科の生徒・職員が協力し庭作

りを行いました。1学期から計画してきた旧海部小学校の中庭の整備を行い、中央に 1１個の木枠を組

んだ大きな花壇を作りました。他にもベンチやミニ花壇もあります。 

 当日は快晴の中、枕木を組んで「かすがい」で留める作業から始まり、培土を入れ、本校で栽培して

きたパンジーや葉ボタン苗を綺麗に植栽し、芝を張り、砂を入れて完成させました。 

 この計画は、京丹後市商工会青年部様の絶大なる御協力をいただいたおかげで完成し、今後は即売会

やカフェ、地域の憩いの場所として活用していく予定です。青年部の皆様、本当にありがとうございま

した。地域の皆様、ぜひ、一度いらしてください。 

  

 

尾瀬 宗太郎 

（網野中） 
ソフトテニス部 

農業は楽しいです。 

岸本 蓮 

（久美浜中） 
ソフトテニス部 

 

 

5月 

 

 
 

 

 

農業の魅力

•最初は嫌だというイメージが

あっても、いざやってみると

とても面白く、育てた植物の

特徴などを知れる。

生産コースの魅力

•今まで学んだことをさらに詳

しく学べるところ。先生たち

も優しく教えてくれて、知識

が増える。

一番の思い出

•最初に栽培したトウモロコシ

とエダマメ。うまくできるか

不安だったけれど、上手にで

きてうれしかった。

努力しないと何もうまくできない。 

農業の魅力

•自分で選んだ野菜の種を撒き、

自分たちで育て、収穫できる

のが魅力だと思う。

食品コースの魅力

•スイーツのつくり方などをた

くさん知ることができる。

部活動

•丹後緑風高校になり、網野学舎

の人たちとも練習ができるため、

仲も深まり助け合いのできるい

い部活。

たかが農業。されど農業です。 

農業の魅力

•自然と触れ合え、ありがたさ

を知れる。

生産コースの魅力

•野菜、草花といった分野別に

詳しく学べる。

アグリサイエンス科

•家庭で何か野菜を作る場合に

も、ここで学んだ知識をフル

活用できます。

北野 和葵 

（久美浜中）  

コース 

 

 


